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二
〇
一
〇
年
五
月
一
日
か
ら
、

半
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

て
い
る
上
海
万
博
。
こ
れ
ま
で
の
国

際
博
覧
会
で
は
、
出
展
は
国
、
国
際

機
関
や
企
業
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

「B
etter C

ity, B
etter Life

」
を
テ

ー
マ
に
し
た
上
海
万
博
で
は
、
世
界

の
代
表
都
市
が
先
進
的
事
例
を
展
示

す
る
「
ベ
ス
ト
シ
テ
ィ
実
践
区
」
が

　都市

上海万博、
「大阪館」出展の
意義と展望
北川裕一 上海万博大阪出展実行委員会事務局

設
け
ら
れ
、
史
上
初
め
て
都
市
が
出

展
す
る
。
パ
リ
、
ビ
ル
バ
オ
な
ど
と

並
び
、
日
本
の
都
市
と
し
て
唯
一
、

大
阪
府
と
大
阪
市
が
共
同
出
展
し
て

い
る
「
大
阪
館
」
も
、
夏
を
迎
え
、

一
段
と
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

大
阪
館
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
先
進

都
市
・
水
都
大
阪
の
挑
戦
」。
大
阪

に
は
、
お
よ
そ
千
四
百
年
前
、
遣
隋

使
・
遣
唐
使
を
送
っ
た
難
波
津
の
昔

か
ら
、「
水
の
利
」
を
活
か
し
水
運

を
発
展
さ
せ
、
交
易
・
商
業
都
市
と

し
て
栄
え
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
ま

た
水
害
や
大
気
汚
染
等
の
問
題
を
克

服
す
る
過
程
で
、
優
れ
た
環
境
技
術

を
開
発
・
蓄
積
し
て
き
た
。
そ
の
経

験
と
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
世
界
の

都
市
環
境
改
善
に
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

出
展
の
意
義
は
大
き
く
三
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
大
阪
府
と
上
海
の
友
好
都

市
提
携
三
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年

で
あ
る
今
年
、
大
阪
と
中
国
・
上
海

と
の
友
好
関
係
を
い
っ
そ
う
強
化
す

る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
大
阪
の
都
市

の
魅
力
や
環
境
先
進
技
術
を
、
中
国

は
じ
め
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
。

三
つ
目
は
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
大
阪

へ
の
来
訪
者
を
増
や
し
、
ま
た
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
商
機

を
拡
げ
、
大
阪
・
関
西
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

今
年
、
日
本
は
中
国
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で

抜
か
れ
、
中
国
の
富
裕
層
人
口
が
日

本
の
人
口
を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
躍
進
す
る
中
国
の
新
し
い
担

い
手
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

「
八
〇
后
」（
バ
ー
リ
ン
ホ
ー
）
と
呼

ば
れ
る
一
九
八
〇
年
代
生
ま
れ
の
世

代
だ
。

　

大
阪
館
は
こ
の
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
設
定
し
た
。「
八
〇
后
」
世
代
は
、

購
買
力
・
情
報
発
信
力
が
高
く
、
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
な
ど
日
本
文
化
の
受

容
性
も
高
い
。
彼
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
で
、
大
阪
へ
の
来
訪
者
増
加

や
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
拡
大
が
期
待
で

き
る
。
昨
年
夏
、
日
本
が
中
国
人
向

け
の
自
由
観
光
を
解
禁
し
て
以
来
、

関
西
を
訪
れ
る
中
国
人
観
光
客
は

大阪館ファサード

桜の通り抜け
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地
球
温
暖
化
へ
の
懸
念
か
ら
世

界
中
で
「
原
子
力
ル
ネ
サ
ン

ス
」
の
動
き
が
広
が
る
な
か
、
原
子

力
発
電
の
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
資
源

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。　

　

ウ
ラ
ン
の
確
認
可
採
埋
蔵
量
は
世

界
全
体
で
約
五
百
四
十
七
万
ト
ン
。

う
ち
二
三
％
を
占
め
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
最
大
の
資
源
国
で
、
以
下
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
南
ア
フ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
が
続
く
。
中
東
に

偏
在
す
る
石
油
と
異
な
り
、
比
較
的

政
情
の
安
定
し
た
地
域
に
分
散
し
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

一
般
に
ウ
ラ
ン
の
可
採
年
数
は
、

石
油
の
約
四
十
二
年
に
対
し
、
約
百

年
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の

確
認
可
採
埋
蔵
量
で
の
話
。
採
掘
コ

ス
ト
な
ど
経
済
的
・
技
術
的
制
約
を

度
外
視
す
れ
ば
、
海
中
や
地
中
深
く

に
原
理
的
に
存
在
す
る
「
究
極
埋
蔵

量
」
は
さ
ら
に
二
桁
三
桁
多
い
と
も

　資源

ウラン資源確保、
現状と対策
村上朋子 

日本エネルギー経済研究所
戦略・産業ユニット 原子力グループリーダー

の
時
間
旅
行
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
。

と
り
わ
け
中
国
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
の
が
、
十
六
世
紀
頃
の
水
辺
の
生

活
風
景
を
描
い
た
「
豊
臣
期
大
坂
図

屏
風
」。
中
国
の
水
都
を
描
い
た
有

名
な
「
清
明
上
河
図
」
に
呼
応
す
る

も
の
と
し
て
特
別
展
示
を
行
っ
て
い

る
。

　

第
三
エ
リ
ア
で
は
、
大
阪
・
関
西

の
環
境
先
進
技
術
を
「
水
」「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
の
分
野
で
紹
介
。
貴
重
な

水
資
源
を
循
環
再
利
用
す
る
技
術
や

高
効
率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
な
ど
、

先
進
技
術
を
世
界
中
の
方
に
見
て
い

た
だ
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
げ
た
い
。
ま
た
都
市
活
性
化
や
観

光
客
誘
致
の
た
め
に
は
、
関
西
が
一

体
と
な
っ
た
ア
ピ
ー
ル
が
不
可
欠
で
、

関
西
各
府
県
市
の
魅
力
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
る
。

　

目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
を
続
け
、

巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
有
す
る
中
国
。

上
海
万
博
で
は
、
大
阪
万
博
の
六
千

四
百
万
人
を
上
回
る
史
上
最
高
の
七

千
万
人
の
来
場
者
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
今
回
、
大
阪
館
は
約
八
十
の
企

業
や
団
体
に
協
賛
い
た
だ
い
て
お
り
、

中
国
で
大
阪
・
関
西
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
は
必
ず
大
き
な
成
果
を
生
む
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

　

川
を
挟
ん
だ
両
岸
に
、
甲
子
園
球

場
約
八
十
三
個
分
の
広
さ
を
持
つ
万

博
会
場
は
、
連
日
多
く
の
人
で
賑
わ

っ
て
い
る
。
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
来
場
者
は
さ
ら
に
増
え
る
だ
ろ

う
。
七
月
二
十
八
日（
な
に
わ
の
日
）

は
、
大
阪
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー
と
し

て
、
夏
祭
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
す
る
。
大
阪
か
ら
五
百

人
、
中
国
か
ら
二
百
人
が
参
加
し
て

盆
踊
り
を
披
露
す
る
予
定
だ
。
会
期

中
盤
、
事
故
の
な
い
よ
う
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
盛
り
上

げ
を
図
り
た
い
。

き
た
が
わ　

ゆ
う
い
ち

上
海
万
博

大
阪
出
展
実
行
委
員
会
事
務
局

一
九
六
八
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
八
七
年
大
阪

府
入
庁
。
二
〇
〇
八
年
サ
ミ
ッ
ト
財
務
大
臣

会
合
大
阪
開
催
担
当
な
ど
を
経
て
、
〇
八
年

八
月
よ
り
上
海
万
博
大
阪
出
展
実
行
委
員

会
事
務
局
（
大
阪
府
府
民
文
化
部
都
市
魅

力
創
造
局
国
際
交
流
・
観
光
課
交
流
グ
ル
ー

プ
総
括
主
査
）
を
務
め
る
。

http://expo2010-osaka.jp/

増
え
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
さ
ら
に
、

若
い
世
代
に
大
阪
・
関
西
の
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
に
訪

れ
て
も
ら
い
た
い
。

　

大
阪
の
伝
統
と
日
本
文
化
を
描
い

た
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
が
目
を
惹
く
大
阪

館
の
フ
ァ
サ
ー
ド
。
館
内
は
三
つ
の

エ
リ
ア
に
分
か
れ
る
。

　

第
一
エ
リ
ア
で
は
、
大
阪
の
浸
水

対
策
施
設
「
な
に
わ
大
放
水
路
」
を

模
し
た
ト
ン
ネ
ル
の
壁
一
面
に
、
造

幣
局
の
桜
の
通
り
抜
け
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
映
像
を
投
影
。
都
市
環
境
改
善

の
取
り
組
み
と
、
水
都
大
阪
の
賑
わ

い
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

第
二
エ
リ
ア
は
「
水
の
回
廊
」
と

「
な
に
わ
の
時
空
シ
ア
タ
ー
」
で
、

江
戸
期
か
ら
近
未
来
ま
で
水
都
大
阪豊臣期大坂図屏風

◀▼なにわの時空シアター
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言
わ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
時
点
で
世
界
の
ウ
ラ

ン
需
要
は
六
・
八
万
ト
ン
だ
が
、
ア

ジ
ア
を
中
心
と
す
る
原
子
力
発
電
の

増
加
を
受
け
、
二
〇
二
〇
年
に
は
約

一
・
三
倍
、
二
〇
三
〇
年
に
は
約
一
・

五
倍
に
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
懸
念
さ
れ
る
の
が
供
給
不
足

だ
が
、
需
要
増
大
や
ウ
ラ
ン
価
格
上

昇
が
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
鉱

山
開
発
も
活
発
化
し
て
お
り
、
ウ
ラ

ン
供
給
能
力
は
大
幅
に
増
強
さ
れ
る

見
通
し
だ
。
従
っ
て
よ
ほ
ど
の
不
測

の
事
態
で
も
な
い
限
り
、
今
後
十
年

〜
二
十
年
間
に
深
刻
な
需
給
逼
迫
に

陥
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

と
は
い
え
、
日
本
は
決
し
て
安
穏

と
し
て
い
ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
主
要
な
原
子
力
発
電
国
の

う
ち
、
一
位
の
ア
メ
リ
カ
は
自
国
や

隣
国
カ
ナ
ダ
に
資
源
が
豊
富
だ
し
、

二
位
の
フ
ラ
ン
ス
は
世
界
中
の
鉱
山

に
権
益
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
三

位
の
日
本
は
五
十
四
基
も
の
原
子
力

発
電
所
を
持
ち
、
さ
ら
に
大
幅
な
増

設
を
計
画
し
て
い
る
割
に
は
、
確
保

し
て
い
る
権
益
は
数
え
る
ほ
ど
し
か

な
い
。
言
う
な
れ
ば
日
本
は
ウ
ラ
ン

資
源
確
保
の
面
で
、
世
界
一
「
切
羽

詰
ま
っ
た
」状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
二
〇
〇
六
年
一
月
、
関
西
電
力

が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
鉱
山
開
発
に
参

加
。
同
年
策
定
の
「
原
子
力
立
国
計

画
」
で
民
間
企
業
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
開

発
を
政
府
が
支
援
す
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
、
他
の
電
力
会
社
や
商
社
の
取

り
組
み
も
活
発
化
し
て
き
た
。

　

但
し
ウ
ラ
ン
の
場
合
、
単
に
資
源

を
確
保
す
る
だ
け
で
は
安
全
保
障
は

確
立
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
鉱
山
か
ら

掘
り
出
し
た
天
然
の
ウ
ラ
ン
鉱
石
は
、

そ
の
ま
ま
発
電
燃
料
と
し
て
使
え
る

わ
け
で
は
な
い
。
精
錬
→
転
換
→
濃

縮
→
再
転
換
→
成
型
加
工
と
い
う
プ
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題字　森　詳介（関西電力株式会社  取締役会長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。
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『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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む
ら
か
み　

と
も
こ　

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所 

戦
略
・
産
業
ユ

ニッ
ト 

原
子
力
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

一
九
六
七
年
広
島
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学

大
学
院
工
学
系
研
究
科
原
子
力
工
学
専
攻

修
士
課
程
修
了
。
慶
應
義
塾
大
学
経
営
学

修
士（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）取
得
。
専
攻
は
原
子
力
工
学
、

経
済
学
。
日
本
原
子
力
発
電
を
経
て
、
〇
七

年
よ
り
現
職
。

http://eneken.ieej.or.jp/

ロ
セ
ス
が
必
要
だ
。
な
か
で
も
技
術

的
に
難
し
く
、
核
不
拡
散
面
か
ら
も

重
要
な
濃
縮
工
程
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

ア
レ
バ
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
・
イ

ギ
リ
ス
の
ウ
レ
ン
コ
、
ア
メ
リ
カ
の

ユ
ー
セ
ッ
ク
、
ロ
シ
ア
の
ロ
ス
ア
ト

ム
の
四
社
で
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
を
賄
う
。

つ
ま
り
「
ウ
ラ
ン
は
世
界
中
に
分
布

し
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
実
は
鉱

石
に
限
っ
た
話
で
、
上
流
プ
ロ
セ

ス
全
体
│
│
と
り
わ
け
濃
縮
工
程
は
、

四
社
の
寡
占
状
態
に
あ
る
わ
け
だ
。

　

従
っ
て
日
本
が
ウ
ラ
ン
燃
料
の
安

定
確
保
を
実
現
す
る
に
は
、「
鉱
山
」

だ
け
で
な
く
「
濃
縮
」
の
海
外
権
益

確
保
と
、
自
国
内
で
の
技
術
確
立
を

着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

面
で
も
、
〇
九
年
三
月
、
関
西
電
力

が
フ
ラ
ン
ス
の
ア
レ
バ
の
濃
縮
工
場

に
資
本
参
加
を
決
定
す
る
な
ど
、
少

し
ず
つ
動
き
が
出
て
き
た
が
、
ま
だ

十
分
と
は
言
い
難
い
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
振
り

返
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
は
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
を
教
訓
に
脱
石
油
に
動
き
、

八
〇
年
代
に
は
原
子
力
、
石
炭
、
天

然
ガ
ス
と
代
替
電
源
の
多
様
化
も
進

ん
だ
。
と
こ
ろ
が
石
油
価
格
が
下
落

し
た
九
〇
年
代
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
は
軽
視
さ
れ
、

む
し
ろ
コ
ス
ト
重
視
で
電
力
自
由
化

へ
と
振
り
子
が
振
れ
た
。
当
時
の
時

代
状
況
で
は
致
し
方
な
い
判
断
で
は

あ
っ
た
が
、
再
び
資
源
価
格
が
上
昇

し
資
源
獲
得
競
争
が
熾
烈
化
す
る
今
、

九
〇
年
代
の
「
弛
み
の
ツ
ケ
」
が
重

く
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
。

　

世
界
中
で
原
子
力
開
発
が
進
む
今

後
、
資
源
を
持
た
な
い
日
本
が
将
来

的
に
も
原
子
力
発
電
を
主
力
電
源
と

位
置
づ
け
て
い
く
以
上
、
鉱
山
・
濃

縮
の
双
方
に
つ
い
て
、
よ
り
万
全
の

備
え
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
資
源
小
国
・
日
本
」
│
│
私
た

ち
は
そ
れ
を
自
覚
し
て
、
た
ゆ
む
こ

と
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

編集後記

　1年目は「地球環境問題」、2年目は「低炭素社会」を特集

テーマに号を重ねた『躍』も、いよいよ3年目。低炭素社会づくり

が引き続き重要テーマであることに変わりはありませんが、それを実

現するためにも、いま世界の潮流が大きく変化しているなかで、新

しい日本の針路を見出すことが喫緊の課題となっています。3年

目を迎えた『躍』は、「日本の針路」について多方面から考えてい

くことにしました。

　今号のテーマは「経済・産業」。初夏の陽射し眩しい日曜日

の朝、吉田和男さん、金井壽宏さん、兼松泰男さんにお集まりい

ただいた鼎談では、日本の競争力・産業活力について語ってい

ただきました。

　活力といえば、低迷を続ける関西経済の強み・底力をどこに見

出せばいいか？　ルポでは、世界最古の企業から、京都の先端

技術企業の集積、東大阪のニッチ産業、大阪湾ベイエリアのパ

ネル／電池産業の生産拠点集積を取材しました。

　また「エコルーツ紀行」では、日本最後の清流と言われる

四万十川を、わかぎゑふさんと訪ね、保全と振興の両立という難

問に果敢に取り組んでいる土佐の人たちに出会いました。

　新しい日本の夜明けを導いた幕末の志士・坂本龍馬の活躍

に倣い、『躍』も新しい日本の針路を示す一助になればと願ってい

ます。

表
紙

「
揺
れ
て
匂
い
立
つ
、夏
の
花
」

祇
園
祭
の
頃
に
咲
く
祇ぎ
お
ん
ま
も
り
む
く
げ

園
守
木
槿
に
、

目
に
し
み
る
朱
色
の
仙せ
ん
の
う翁

と
、清
楚
な
白し
ろ
ば
な
か
わ
ら
な
で
し
こ

花
河
原
撫
子
を
組
み
合
わ
せ
、

軽
や
か
な
風
を
感
じ
さ
せ
る
唐
物
の
釣
り
籠
に
い
け
た
。

庭
の
緑
の
中
に
、朱
赤
と
白
が
ま
る
で
友
禅
の
柄
の
よ
う
に
映
え
、

く
っ
き
り
と
夏
の
季
節
を
彩
る
。

花
／
祇
園
守
木
槿
、仙
翁
、白
花
河
原
撫
子
、

　
　

糸
い
と
す
す
き薄
、岡お

か
と
ら虎
の
尾お

の
葉

器
／
唐
物
籠
釣
り
舟

所
収
／
平
凡
社
刊『
別
冊
太
陽　

川
瀬
敏
郎 

四
季
の
花
手
帖
１
』

撮
影
／
宮
下
直
樹

花
人　
　

川
瀬
敏
郎　
　

か
わ
せ 

と
し
ろ
う　
　

一
九
四
八
年
京
都
府
生
ま
れ
。
幼
少
よ
り
池
坊
の
花
を
学
び
、

日
本
大
学
芸
術
学
部
を
卒
業
後
、パ
リ
大
学
へ
留
学
。
演
劇
、映
画
を
研
究
す
る
。

帰
国
後
は
流
派
に
属
さ
ず
、い
け
ば
な
の
原
型「
た
て
は
な
」と
、

千
利
休
が
大
成
し
た
自
由
な
花「
な
げ
い
れ
」を
も
と
に
、

花
に
よ
っ
て「
日
本
の
肖
像
」を
描
く
と
い
う
独
自
の
創
作
活
動
を
続
け
る
。

二
〇
〇
九
年「
京
都
府
文
化
功
労
賞
」受
賞
。

関西電力のオーストラリアでの
ウラン鉱山開発

◀▲関西電力のカザフスタンでのウラン鉱山開発


